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ＮＰＯ推進北海道会議 

北海道ＮＰＯサポートセンター

北海道ＮＰＯバンク 

市民活動を支える制度を強化しよう！ 

 北海道ＮＰＯ越智基金 
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《決算書作成アドバイス付き》 
毎回ご好評いただいている会計講座のご案内です。今回は決算月のため、個別相談に応じる時間を 
設けて、実際の決算書作成のアドバイスを行います。もちろん日常会計処理、会計ソフトを使った 
仕分けも従来どおり学びます。今年度最後の会計講座です。ご参加下さい。     
                                                         
●日 時／３月4日、１１日、１８日、２５日、４月１日 

午後４時～６時（毎週金曜日 全５回） 

●場 所／北海道NPOサポートセンター 研修室  

（札幌市中央区北5条西6丁目札通ビル８F） 

●講 師／小沼 千佳子 

 （北海道NPOサポートセンター会計担当） 

● 定 員 ／10名程度（最小催行人員3名） 

●受 講 料／10,500円（税込み、初回納入）  

●しめきり／２月1２日（水）必着      
●お問合せ／TEL 011-271-5208  

（担当 山本・松本）          

 ●お申込み／FAX 011-281-8807   

E メール npo@mb.infosnow.ne.jp 

 団体名・受講者氏名・連絡先電話番号・会計ソフ

ト名（使用している方のみ）を書いてお申込下さ

い。 
 

 

 

 

 

      

                 

 

【講習の概要】 

簿記の基礎を学び、実際に練習問題

の仕訳（振替伝票記入）をやってみ

ます。 

講習時に使用する会計ソフトは、

「会計王５ ＮＰＯ Limited」です。

ソフトの扱い方を中心に、パソコン

入力もたくさん練習します。最終的

には決算書を作成し、財務諸表の見

方などを学びます。今回は講習中に、

団体それぞれの個別質問に対応する

時間を用意して、それぞれの団体の

事情に合わせたアドバイスができる

よう工夫します。 
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「市民活動と税制・財政フォーラム」 

堀田力さんの基調講演他 
 

最近、日本の各地でその地方自治体独自のＮＰＯ支援税制や財政支援が実施されています。今回、さ

わやか福祉財団の堀田力さんなどをお招きし「市民活動と地方自治体の税制・財政」と題したフォー

ラムを開催します。途中参加・退出も可能ですので、市民活動や税制・財政や地方自治などに関心の

ある方はお気軽にご参加ください。 

【日 時】：3月 19日（土）１５時～１９時３０分 

【場 所】：北海道クリスチャンセンター（札幌市北区北７条西６丁目：電話011-736-3388） 

【定員/参加費】： ２００名（先着順） / 1,000円 （要予約） 

【内 容】： 

第１部：個別報告会 １５時１５分～１６時４５分まで 

・市川市の「１％条例＝納税者が選択する市民活動支援に関する条例」について 

（市川市市民生活部ボランティア・ＮＰＯ活動推進課 寺澤和博さん） 

（http://www.city.ichikawa.chiba.jp/net/kikaku/sien/ 参照） 

・福岡市の「ＮＰＯ活動支援基金」について 

（福岡市自主研究グループ「Now for future!!（ナウ･フォー･フューチャー）」事務局長 道副智美さん） 

（http://www.fnvc.jp/20go_topics2.html 参照） 

・ハンガリーの「パーセント法」（納税者が所得税のうちの１％ないし２％を自らが選択した

公益機関に提供できるという法律）について 

（笹川平和財団 茶野順子さん） 

（http://www.spf.org/percent.html 参照） 

  第２部：基調講演 １７時～１７時５０分 講師 さわやか福祉財団 堀田力理事長 

第３部：パネルディスカッション・一般参加者との意見交換 １８時～１９時３０分 

【お申込/お問合せ】（できるだけＦＡＸ又はＥメールにてお願いします。） 

電話：011-204-6523、ＦＡＸ：011-261-6524 

（北海道ＮＰＯサポートセンター北村まで） 

Ｅメール：apitakiya@aol.com 

【主 催】NPO法人エーピーアイ・ジャパン 

【協 力】NPO推進北海道会議／北海道NPOサポートセンター 

※このフォーラムは（財）トヨタ財団の2003年度の市民活動助成により実施しています。 

 

特定非営利活動促進法に基づく申請受理数および認証数、不認証数等 
内閣府ホームページから http://www5.cao.go.jp/seikatsu/npo/data/pref.html 

受理数 認証数  不認証数  解散数 全国の申請受理数「内閣府・北海道含む」  

１２/３１現在 （内閣府のホームページ） 
２１５３９ １９９６３ １１８ ３１０ 

受理数 認証数  不認証数  解散数 
道内の申請受理数 １２/３１現在 （北海道）

７８５ ７４８ ０ １１ 

北海道内のNPO認証状況は道庁HP http://www.pref.hokkaido.jp/kseikatu/ks-bssbk/npo.index.htm 
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整理することの効用         濱 市 朝 子 
 

新しい一年が始まりました。ＮＰＯ、役所を問わず、人や物を効率的に配置して仕事を進めて

いくことは、必須の条件だと思います。しかし効率化や合理化の延長だけでは、上手く事は運び

ません。携わる人々の人間性や感性を大切にし、いかに創造的な仕事ができるのかにかかってき

ます。このような環境づくりのひとつに、書類をきちんと管理しておくことの大切さも入ってい

ると思います。役所は人事異動で担当者が入れ替わるために、書類をいかに誰が見ても分かりや

すく、簡潔に保管するかが求められます。また、増えることはあっても減ることはありませんか

ら、日々整理整頓を心がけていないと収拾がつかなくなってしまいます。この作業をして見えて

くることがあります。自分が今進めている仕事を振り返るきっかけとなり、目指す方向性を改め

て確認できる、そして、以降の仕事の進め方に反映できるということです。これからはＮＰＯや

企業、役所といったセクターにかかわらず、オリジナリティー、研究開発、企画力といったもの

が一層問われる時代、あらためて、机の上を眺めて見るのはいかがでしょうか。 
  

ＮＰＯ研修日記  
２００４年度 その１０ 

 

 
ＮＰＯバンク融資申込みのお知らせ 

●第 11回融資 申込期間 2005年 4月 19日から 5月 6日まで／融資実行 6月中旬～下旬 
●第 12回融資（予定） 申込期間 2005年 8月上旬／融資実行 9月下旬 
融資申込みに際して必要な書類は下記 URL から取り出せます。 

◆◆◆ＮＰＯバンクに対する問い合わせ先・資料請求先◆◆◆ 
 〒060-0062 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２Ｆ  
北海道ＮＰＯサポートセンター内 TEL:011-204-6523 FAX:011-261-6524  
npobank@npo-hokkaido.org  http://npo-hokkaido.org/bank_hp/index.htm 

 

「ぶらりNPO 旅日誌」 ≪尾張編 その２≫ 松本 公洋 

モリゾーとキッコロ･･･。そうです、もうすぐ愛知万博（愛・地球博）ですね。今回は、「名古屋ＮＰ

Ｏ・ボランティアセンター」です。このセンターは、昨年８月からNPO法人３団体がコンソーシア

ムを組み指定管理者となる珍しい形で運営されています。 

 そこで、以前からお付き合いのあるセンター長の織田元樹さん（NPO 法人 ボラみみより情報局

代表）に案内していただきました。 

 まず、入ってみてビックリなのが眺望の良さ。センターは、伏見ライフプラザという15階建ての

ビルの1２階にあり、印刷機等の設備や貸出図書、相談コーナーや中・小の会議室などを備え、市内

の市民活動団体のみなさんを中心に利用されています。スタッフは10名でいろいろな雇用形態と勤

務シフトでやりくりしているそうです。 

 織田さんによれば、「年間予算はおそらく市の直営時の半分で、何とかやりくりしています。利用

しやすくするために日々努力の連続で、条例・規則・協定書・覚書をスタッフ全員が何度も読み返し

ています。」とのこと。 
 ＮＰＯの力量が試されているというプレッシャーを感じながら、よりよい運営のために額に汗する

織田さんの姿が印象的でした。 

 名古屋ＮＰＯ・ボランティアセンター http://www.n-vnpo.city.nagoya.jp/ 

（尾張だけに終わり･･･なんちゃって） 
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＊北海道経済産業局「市民ベンチャー中間支援機能強化プログラム」の一環です。 
まだ会社勤めしてるの？

仕事にやりがいを感じられないあなた！新しいことはじめませんか？ 
今は『起業』の時代です！ 

北海道NPOサポートセンターが北海道経済産業局の「市民ベンチャー中間支援機能強化プログラム」として行った、

道内各地域のNPO・市民活動団体のビジネス化支援の成果を発表します！ 

日時：２００５年２月１９日（土）１３：３０～ 

会場：北海道クリスチャンセンター5階 チャペル 
    （札幌市北区北７条西６丁目） 
参加費：無料（要申込） 
 

主催：北海道 NPOサポートセンター 

後援：札幌市（予定） 
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同 時 開 催 

お問合せ・参加申込は 

北海道 NPOサポートセンター 担当：鈴木まで  札幌市中央区南 2条西 10丁目クワガタビル 2F  
電話：011-204-6523   Email：suzuki@npo-hokkaido.org 

コミュニティ市場
マーケット

 
主催：コミュニティ市場実行委員会

 地域を「生き生きさせたい」と願って起業して

いる人たちがコミュニティ市場に集まります。コ

ミュニティビジネスを体感してください。 

会場：北海道クリスチャンセンター２階ホール 

・１１：００～１２：３０ 

題目：「エコとピースで食べていく」 

田中優氏（未来バンク事業組合理事長） 

（参加費５００円）

・１２：３０～１６：００ 

ブース出展販売、パフォーマンス 

問合せ：ワーカーズ･コレクティブえこふりぃ 

電 話：０１１－８６６－１１１３ 

（17：00 ごろから合同懇親会開催） 

「市民ベンチャー中間支援機構強化プログラム」 
支援先団体一覧 

札 幌 地 域（NPO法人ヘルパーステーションせせらぎ、 

NPO法人楽しいモグラクラブ、 

オフィス・ポケット、 

日本青年海外派遣センター） 

函 館 地 域（高齢者協同組合「あかね」視覚障害者パソコンサ

ポートチーム） 
苫小牧地域（NPO法人ライフケア・ウトナイ、 

ＮＰＯ法人社会福祉アドバイザー ジャンプ） 

旭 川 地 域（NPO法人地域生活支援ネットワーク きらり）

帯 広 地 域（THE Y'S MEN'S CLUB OF TOKACHI、 

帯広西おやこ劇場） 

釧 路 地 域（クリエイティブ釧路） 
北 見 地 域（NPO法人とむての森、NPO法人みんとヘルプ）

～河西邦人氏プロフィール～ 
1960年、東京生まれ。札幌学院大

学助教授、北海道NPOバンク理事。

共同で会社とNPOを起業した経験

あり。現在は北海道でコミュニテ

ィ・ビジネスと官民協働を広めるた

めに活動中。 

～プログラム～ 
13:30～13:40 フォーラム開会の挨拶 

13:40～14:50 道内７地域事例発表 

14:50～15:00 休憩 

15:00～15:50 河西邦人氏講演会 

             テーマ：「市民ベンチャー成功の方程式」 

15:50～16:00 フォーラム閉会の挨拶 
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「第2回 市民活動 N・POWERツアー」が終了しました！ 担当：山上 

札幌市役所には約 1 万 6000 人もの職員がいます。その職員を対象に北海道 NPO サポートセンターが

実施した研修「N・POWERツアー」が今月25日をもって終了しました。とはいえ、1回の研修に参加

できる職員の人数はたったの6名。8回の実施だったので47人（1人欠席があった…）の参加者となり

ました。研修の基本的な流れは、朝 9時に集合しアイスブレイキングとＮＰＯの基礎知識の説明をして、

毎回各3箇所のNPO（分野は、まちづくり、福祉、IT、環境、国際交流、文化など様々）を訪問。戻っ

てきてから 1 日のまとめワークショップをして夕方 5 時に解散という丸一日盛りだくさんのツアーでし

た。この研修の目的は「市民自治が息づくまちづくりを進めるため、地域社会の協働力向上をねらいに…

市民活動と行政の協働の可能性を探り、市民活動に対する職員一人ひとりの意識改革への一助となるこ

と」でした。はたして達成されたでしょうか。それは参加者の今後の活躍に期待するとして、このような

事業を通して、共に公共を担うNPOと行政が、お互いをきちんと理解し合うことで、より建設的に（税

金の無駄遣いすることなしに！）公共サービスを提供していけるようになればよいなぁと思います。そう

なるにはまだまだ多方面への努力が必要ですね！これからも新たなN・POWERツアーの方向を探ってい

きたいと思います。 

最後になりましたが、毎回の車の手配や、安全運転、そして体験談などなどでご協力くださった札通の

佐藤さん、訪問の際、お忙しい中にもかかわらず活動の紹介や参加者の疑問解決など多様なお話しなど

をして下さった各団体のみなさまへ、この場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

もうすぐ春です。引越しの季節到来 

引越し・旅行・車検のことなら･･･札通”はこび愛ネット”をご利用ください！ 
ご存知かもしれませんが、飛んでけ！車いすの会をはじめ札幌チャレンジドなど１０団体ほどが参加して

いるもので、札通さんの商品を利用して、「ＮＰＯサポセンに還元して！」と言うと商品代金の５％が還

元される仕組みです。どうやって利用するの？申し込みはとても簡単。下記の”はこび愛ネット”推進事

務局にお電話ください。インターネットからの申し込みもできます。利用サービスは、引越し、旅行（札

通トラベル）、車検・自動車修理（札通自工）、と文房具（札通商事）などの購入です（一部対象外あり）。

ぜひご利用ください。  

●問い合わせ・申し込みは 札通“はこび愛ネット”推進事務局（担当：佐藤さん） 

ＴＥＬ（０１１）２５１－４１１１内線２５０番ＦＡＸ（０１１）２３１－７０６３ 

 

阪神淡路大震災から１０年 

白いリボン運動！2005 

新しい NPO に新しい大衆募金の

仕組みを！白いリボン運動は、阪神

大震災を契機に発足した「市民活

動・ＮＰＯ活動への新しい大衆募金

運動」です。関西中心に多くのＮＰＯが参加し、1

月を募金月間として募金活動を行っています。今回

集まったお金は概ね半分を「台風・大雨・中越地震・

スマトラ地震津波」支援をしているＮＰＯ／ＮＧＯ

へ配分し、残りを市民活動団体一般助成として配分

します。道内でも、趣旨に賛同した方々で「白いリ

ボン運動・北海道地域実行委員会」（樽見弘紀委員

長）をつくりました！ １月２６日現在、NPO推

進北海道会議、北海道NPOサポートセンター、北

海道NPO越智基金、旭川ＮＰＯサポートセンター

など１０団体が参加しています。 

 

 

年度末事務講座のご案内

（予告） 
法人設立申請をして、事業が始まってホッ

と一安心。でもすぐに年度末はやってきま

す。そして、うっかり事業報告書の提出を忘

れると…「督促書」が届いてびっくりします。

こんなびっくりにならないために、サポセン

の講座に参加してみませんか？１０:００～

１５：００の時間帯で、総会運営・事業報告

書等作成・変更登記をそれぞれの講師が丁寧

に説明します。４月と５月の各１回を予定し

ています。 

乞うご期待！！ 
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参加費無料 

まちづくりは 
私たち、一人ひとりが主役なんです!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当当日日のの流流れれ 
【午前の部】10:00～12:15 （9:45開場） 

と き 2月19日（土）10:00～16:00 
ところ 教育文化会館（住所：中央区北1条西13丁目） 

定 員 60名（参加方法は裏面をご覧下さい）

座談会へGo! 

ヒントを探せるよ 

ステップ１

ワークショップへGo! 

具体的な手法を伝授 

してもらえるよ 

ステップ2 

  ままちちづづくくりり活活動動にに参参加加ししたた

いいけけどど･･････どどうう参参加加ししてていいいい

かか分分かかららなないい･･････  
  

活活動動ははははじじめめてていいるるけけどど行行

ききづづままっっちちゃゃっったた･･････。。ななんん

ととかかししたた～～いい！！アアイイデデアアやや

ヒヒンントトがが欲欲しし～～！！ 

■10:00 開会のあいさつ 

■10:10 話題提供 プレゼンテーター高木晴光さん（NPO法人ねおす理事長） 

■10:30 座談会 『まちづくりにどのように関わるのかを探る』～現場発・実践者たちの取組み～ 

コーディネーター 加藤知美さん（NPO法人さっぽろ村コミュニティ工房理事） 

パネリスト    大石昇司さん（澄川地区連合会会長） 

         澤出桃姫子さん（NPO法人ホームヘルパーノア事務局長） 

         嶋明美さん（北海道ワーカーズ･コレクティブ連絡協議会会長） 

      杉森洋子さん（NPO法人札幌 VO理事長） 

【午後の部】13:30～16:00 
■13:30 ワークショップ①『地域を見つめるコミュニティマップづくり』 
     進行役 東田秀美さん（NPO法人旧小熊邸倶楽部理事長、NPO法人景観ネットワーク理事） 
■13:30 ワークショップ②『地域で伝え合う仕組みを考える』 

～コミュニティ放送、地域のポータルサイト、コミュニティ紙（フリーペーパー）～ 
     進行役 加藤知美さん 

 

 

 

お申込・お問い合わせ先
北海道NPOサポートセンター内 

TEL 011-204-6523 
FAX 011-261-6524 

主催 札幌環境生涯学習NPO委員会 
後援 札幌市、札幌市教育委員会 （申請中） 

本企画は、文部科学省より受託した札幌市環境生涯学習プログラム開発事業の一環として行われます。
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ホームページで 
地域（まち）の楽しい情報発信の方法を考えよう！ 

～地域のポータルサイトづくり・地域の情報収集・情報発信～ 

地域の中の不思議な情報や生活上のお役立ち情報、地域の有名人、グルメ情報や、

イベント・お祭り情報、サークル活動や子育て情報など･･･“地域（まち）の情報”を
ホームページで、伝える方法と内容を考えませんか？ 

『地域ポータルサイトの企画』をテーマに、「私達のすむ地域（まち）を見つめる」

企画・セミナーを開催します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加費無料【と き】 2月12日（土）～ 2月13日（日） 
【ところ】 東地区会館 

（住所：中央区南２条東6丁目市民ギャラリー内）

【人 数】 20名 

 

２日間のスケジュール 

 

 
い

【

【

【2日目】10:00～16:00 
■『実際にポータルサイトを企画しよう②』 
 前日の続き…を各グループごとに進めます 
■中間報告 
 各グループ毎に発表 →アドバイス後、再度検討 
■『実際にポータルサイトを企画しよう③』 
 最後の手直し作業をします 
■ふりかえり・まとめ（16:00終了予定） 

※ １日目終了後には懇親会を予定。（飲食代実費）
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【1日目】10:00～16:30 
■オリエンテーション 
 ・自分たちの暮らす町・地域の課題って何だろう？ 
■アイスブレーキング 
 ・参加者同士、お互いのことをまず知りましょう！ 
■『地域ポータルサイトについて考えよう』 
 ・知りたい地域情報って何？ 
 ・教えたい地域情報、教えてください！ 
■『実際にポータルサイトを企画しよう①』 
グループに分かれてポータルサイトの企画を考えて
 

 

 

きます 
 主 催】札幌市環境生涯学習NPO委員会 
申込み･問合せ】北海道NPOサポートセンター内  TEL 011-204-6523  FAX 011-261-6524 

A4判（470ページ） 定価 2,000円（税込み） 
札幌市内の介護保険・福祉サービス事業所 1,457 箇所及び札幌市内
にサービス提供する市外事業所（名称、住所等の基本情報のみ）、札

幌市在宅介護支援センターの情報を掲載しています。 
本誌の内容は、サービス提供地域・時間、人員体制、利用料、系列

サービスなど情報が満載です。 
介護保険事業所は在宅・施設サービス、対象外事業所は在宅系のホ

ームヘルプ、理美容、配食、ミニデイ、移送、施設系の養護老人ホ

ームなど各事業所（今年から生活支援ハウスも掲載）を網羅し、充

実したガイドブックとなっています。 

【問合せ】 

北海道ＮＰＯサポートセンター 

TEL 011-204-6523 

FAX 011-261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp

004年版 札幌市介護保険・福祉サービス事業所ガイドブック 
2004年 12月 22日発行 
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北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」紹介  0４年度改訂版 
北海道ＮＰＯサポートセンター会員に対するサービス事業です。 

詳細については個別にご相談に応じますのでお気軽にお問い合わせ下さい。電話０１１－２７１－５２０８ 
 

☆☆☆北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」一覧☆☆☆（単位：円，税込） 

サポートの内容 詳   細 規格・単位 基本料金 

ＮＰＯ法人申請手続  相談・書類作成等アドバイス（初回相談無料） 

※法人申請は時間がかかります。（４ヶ月～６ヶ月） 
基本料金 21,000～

身分証明書作成 ラミネートを使った身分証明書を作成します。 1枚 210

片面 Ｂ５ 1,000枚 2,738

片面 Ａ４ 1,000枚 2,738

片面 Ｂ４ 1,000枚 3,438

印刷（予約制） 

黒インク印刷のみ 

（カラー印刷、製本等は 

良心的な印刷所を紹介） 

簡易印刷機（リソグラフ）で印刷します。 

基本料金は製版1枚、紙代込みの場合です。 

（厚紙や色紙は少し高くなります。 

ご相談ください） 

Ａ３まで印刷可、10枚以上～（両面は片面の倍） 片面 Ａ３ 1,000枚 4,838

片面 カラー 1,470

片面 白黒 1,050

両面 カラー 2,310
名刺作成 

パソコンで名刺を印刷します。（100枚単位） 

片面初版代：3１５円、 

両面初版代：5２５円が別途かかります。 

両面 白黒 1,890

横断幕・ポスター パソコンで長尺紙（幅４2ｃｍ）に印刷します。 片面のみ 1,575～

シール ＮＰＯのロゴマークシール １シート 大 5枚、小10枚 各 210

エプロン ロゴマーク、事業所名を入れてエプロンを作ります。 5枚以上 1枚 4,515

日常会計業務支援 パソコンで、伝票入力から決算書作成まで実施 基本料金（1仕訳） 63～

介護保険 1事業所 10,500～介護保険・支援費指定事業所 

申請事務サポート 

指定事業所になるための支庁・市役所提出書類作成、

提出までのサポートを行います。 支援費 1事業所 7,350～

介護保険料請求事務 伝送による介護保険請求をします。 1事業所 2,625～

 2004.7.1 改定  
※上記の表以外に、不動産売買・賃貸、税務申告、登記書類作成、損害保険、ＦＰ関係について、ＮＰＯサポート専門

家会議メンバー等による相談を随時受け付けております。（ｻﾎﾟｾﾝｽﾀｯﾌがお聞きし専門家にお伝えします） 

※法人認証申請書類、登記書類、会計書類、税務申告、介護保険申請等は、必要に応じてＮＰＯサポート専門家会議メ

ンバーの専門家のアドバイスをいただいています。ＮＰＯサポート専門家会議は、弁護士、司法書士、社会保険労務

士、行政書士、公認会計士、税理士、損害保険専門家、不動産鑑定士、不動産専門家、建築士、社会福祉士、ＦＰな

どの専門家が参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

●ＮＰＯ推進北海道会議／●北海道ＮＰＯサポートセンター／●ＮＰＯバンク／●ＮＰＯ越智基金 

〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２階 
電話番号０１１－２０４－６５２３，０１１－２４２－４３３３ ＦＡＸ番号 ０１１－２６１－６５２４ 
通常業務時間１０：００～１８：００（土、日、祝日は休む時があります） 

●北海道ＮＰＯサポートセンター相談センター・研修室／●ＮＰＯ推進北海道会議分室 
   〒０６０－０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８階 

電話番号 ０１１－２７１－５２０８， ０１１－２８１－５９２７ ＦＡＸ番号 ０１１－２８１－８８０７ 
通常業務時間１０：００～１８：００（月～土）（日、祝日休み）  

ＩＰ電話を導入しました。 

北海道ＮＰＯサポートセンターでは、1月から経費削減を目的に「ＩＰ電話」を導入しました。

「PlalaＩPfone」です。これにより、クワガタビルと札通ビルの事務所間の電話利用料金は

無料になります。固定電話や携帯電話からかける場合、ＩP電話にかけると割安になる場合が

多いようです。  クワガタビル事務所 ０５０－７５４１－４７９９ 

札通ビル8階事務所 ０５０－７５４３－３２９１ 
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書籍案内 

 
編集工房NODE［編］

インテリジェント・リンク［発行］

四六版288頁 ISBN4-902806-00-2 

定価［本体1800円＋税］ 

主な内容 

■高橋はるみ北海道知事インタビュー 

■座談会「道州制とNPO」 

■新しいNPO時代に向けての対論・提言 

■地域を支えるNPO42の事例紹介 
 

■本書を推薦します 

上田文雄／札幌市長 
 NPO は地域再生、地域創造のエンジンになるべきである。

北海道の NPO がいかに地域を変え、地域を元気にしてきたこ

とか。本書が紹介する成功事例は、元気なまちづくりと元気な

生き方を求めるものに多くの示唆を与えることになる。  

逢坂誠二／ニセコ町長 
 道州制論議とNPOの現状を知る、決定版！  

北川正恭／前三重県知事 
 これからはBY THE PEOPLEで！！ 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア  さっぽろ雪祭り 
雪像作りボランティア大募集！  

 

 北海道NPOサポートセンターでは、 

第 56回「さっぽろ雪まつり」（大通会場）に

て、雪像を作ります！ 

 そこで、雪像作りをお手伝いして下さる方

を大大大募集中です！ 

■場所／札幌市中央区大通西10丁目 

■期間／2月 1日（火）～2月5日（土） 

10:00～22:00 の間で都合の良い時間 

（要連絡） 

■お問合せ／北海道NPOサポートセンター

TEL/011-204-6523 （担当：山上） 

FAX/011-261-6524 

mail/ yamagami@npo-hokkaido.org 

■作る雪像／手をかたどった北海道のNPO

キャラクター「ハンド君」とカタツムリをイ

メージした白いリボン運動のキャラクター。

■その他／もちろん、差し入れも大歓迎！！

 

 

ＮＰＯな・・・ 

ボランティア養成講座  

ＮＰＯ会計ボランティア養成講座 
 
学生や社会人を対象に、NPOの会計をサポートでき

る人材の養成を目的とした講座を開催します。 

 

日時・内容/  

２月１２日（土）「パソコン会計編」 

３月１２日（土）「決算書作成編」 

（各回とも１３時３０分から１７時まで。 

1回だけの参加も可能です。） 

場所/ 北星学園大学Ｂ館３階 第７実習室 

（札幌市厚別区大谷地西2-3-1 

http://www.hokusei.ac.jp./japanese/guide.htm#8）

定員/ 各回５０人 
参加費（資料代）/ 各回 1,000円（学生５００円）

主催/ 
 ＮＰＯ会計税務専門家ネットワーク北海道グループ

お問合・お申込み/（担当：瀧谷） 

電話＆FAX：011‐681‐1118 

E-mail：apitakiya@aol.com 

※お問合せ及び申込みは、FAX 又は E メールにて

お願いします。 

書籍案内 ＬＲＴで札幌がかわる。 

～さっぽろＬＲＴ１０km構想～ 
 

札幌市電は、施設が老朽化で限界に達する中で

経営が悪化し、存廃を含めた議論がおこってい

ます。 

このまま現行8.5kmの路線だけにとどまり縮

小均衡の道を歩むのか、積極投資し都市の装置

として活路を求めるのか…。 

私たちは、市電の存廃議論の 

中に都心と公共交通の将来を 

切り開くための大きな契機が 

あると考え、具体的な提案と 

して、市電を札幌駅前まで 

1.5km延長しＬＲＴへと脱 

皮を図る、プロジェクト計画 

を策定しました。 

A4版 20ページ、オールカラー  

頒布価格200円（＋送料100円） 
ＬＲＴ札幌 http://www.lrt-sapporo.gr.jp/
インターネット環境にない方は NPO ｻﾎﾟｾﾝまで。 

電話 ０１１－２０４－６５２３ 
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○●○ 情報ＢＯＸ ○●○ 
北海道大学公共政策大学院開設記念シンポジウム 

ユニバーサルデザインとこれからの地域づくり 

主催 ： 北海道大学公共政策大学院設置準備委員会  

2005 年 4月、北海道大学公共政策大学院が開設

されます。「文理融合」、「理論と実践の連携」を旨

に、社会各分野で「政策の窓」を拓く公共政策プロ

フェッショナルの育成をめざしてまいります。  

＊＊＊  

産業化から情報化へ社会のパラダイムが大きく変

化する中で、「ユニバーサルデザイン」という考え

方をもとに、すべての人に配慮したものづくり、さ

らに人間中心のまちづくりを進め、経済活動あるい

は地域社会に新たな活力と発展の可能性を見出し

ている例が見られます。今回のシンポジウムでは、

「ユニバーサルデザイン」をキーワードに、これか

らの地域づくりのあり方について、行政、企業、Ｎ

ＰＯ等の視点を交えながら考えを深めたいと思い

ます。  

日時 ２月９日（水）１３：００～１７：００  

会場 北海道大学 学術交流会館 

（札幌市北区北９条西７丁目 北海道大学構内）  

プログラム （予定）13:00 開会 

主催者挨拶  宮脇 淳 

（北海道大学公共政策大学院 院長就任予定者）  

 第１部・基調講演  

 13:20～13:50 基調講演Ⅰ 

「ユニバーサルデザインによる地域づくり」 

堀 達也（札幌大学理事長、前・北海道知事） 

 13:50～14:20 基調講演Ⅱ「地域社会と組織の

役割―ＣＲＳ（企業の社会的責任）―」 

土屋 公三（株式会社土屋ホーム代表取締役会長、               

財団法人ノーマライゼーション住宅財団理事長） 

       
【趣旨・目的】 

 14:20～14:50 基調講演Ⅲ「くらしかがやく―

―ユニバーサルデザインのまちづくり」 

野口 孝博（北海道大学大学院工学研究科都市環境

工学専攻教授） 

第２部・パネルデスカッション 

15:00～17:30  

 パネリスト： 竹川 智子（株式会社プロモーショ

ン･コンサルティングファーム取締役主任研究員） 

土屋 公三（株式会社土屋ホーム代表取締役会長） 

似内 志朗 

（日本郵政公社東日本プロジェクトセンター長） 

野口 孝博（北海道大学大学院工学研究科教授） 

堀 達也（札幌大学理事長、前・北海道知事） 

宮脇 淳（北海道大学公共政策大学院 院長予定者）  

 コーディネーター： 児玉 芳明 

（北海道ユニバーサルデザイン推進機構理事）  

 17:00 閉会  

 参加 無料。ご希望の方は、直接、会場へお越しく

ださい。  

 お問合せ 北海道大学公共政策大学院設置準備室 

Tel.011-706-3154 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

徹底討論！”北海道の明日シリーズ” 

第４章 徹底討論！「地域の自立（後編）」 

～ これからの“まち”の姿 ～ 

日時 ２月１３日（日）１３時～１６時３０分 

会場 札幌エルプラザ３階ホール 

札幌市北区北８条西３丁目  

参加費 １，０００円 

多くの市町村で合併への検討が進んでいる。さら

に道州制という新しい制度の検討も急速に進んで

いる。今、北海道民は、何を考え、どう行動すべき

なのか？財政状況、合併、道州制などの視点からこ

れからの“まち”の姿を描き、「地域の自立」を考

える契機としたい。 

（パネリスト） 

上田 文雄  札幌市長 

大森 彌 千葉大学法経学部教授 

宮脇 淳 北海道大学大学院法学研究科教授（予定） 

（コーディネーター） 

逢坂 誠二 ニセコ町長 

≪進 行≫ 

１３時 開会 連続シンポジウムの趣旨説明 

１３時４０分 徹底討論！ 

１６時３０分 終 了 

主催 ナチュラブ・北海道  後援 札幌市 

参加申込 ナチュラブ・北海道（代表 上野伸子） 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０１１－５１２－３９２６ 

メール shinko3@mtb.biglobe.ne.jp 

ホームページ 

http://www5f.biglobe.ne.jp/~natu-love/ 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

市役所改革市民フォーラム 

『札幌市の改革～知ろう!語ろう!参加しよう！』 

  札幌市の市役所改革は正念場を迎えています。

改革のための設計図「市役所改革プラン」ができ

あがり、今こそ「市民の目に見える形で改革を進

め、市民と市役所との信頼関係を構築し、取り巻

く環境に的確に対応できる市役所」を実現するた

め、実行あるのみです。 

また、市役所改革は市役所内部だけでの問題で

はありません。市民一人ひとりが関心を持ち、参

画していってこそ、実効性のある改革が実現でき

ます。 

そこで今回のフォーラムでは、市役所改革を進

めていくときの課題を明らかにしながら、それを

どのように乗り越え、いかに速やかに改革を実現

していくかについて考えます。 

【日時】２月２０日（日）１３：００～１５：３０ 

【場 所】 サンプラザホール 

 （北区北24条西５丁目） 

【主 催】札幌市役所・市役所改革市民会議 

【構 成】第1部：報告―４０分 

●市役所改革市民会議の活動 小早川議長 

 市民会議委員の活動状況、市役所内部の状を調べ

て分かったこと、そのためあえて提言書に取り入れ

たところ、変化の状況、感じた事を説明してもらう。 
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 ※ 「市民会議の設置から提言書提出までの活動

内容がわかるもの」を資料で配布。 

● 市役所改革への取り組み  上田市長 

  市役所改革市民会議を設置した思い、プラン

策定に至るまでの経過、取り組みの方策などのほか、

決意表明的なものをしてもらう。 （休憩―１０分） 

第 2部：パネルディスカッション―９０分 

市役所改革の課題とはなにか、それを克服するには

どうすればよいかなど、他自治体の事例や企業改革

などを参考にしながら考えます。 

● コーディネーター 

 宮脇 淳さん（北大大学院法学研究科教授） 

● パネリスト 

（札幌市） ・・・ 上田文雄札幌市長 

（自治体の視点）村尾信尚さん（関西学院大学教授） 

中央省庁（大蔵省、環境省）での経験に加え、三重

県総務部長（総務局長）として行政改革に携わった。

現在は政策提言などを行うNPO活動を含め、幅広

く行動している。 

（企業家の視点）藤田恒郎さん（前北海道銀行頭取） 

次のいずれかの方法で、事前にお申し込みのうえ、

当日直接会場へおこしください。 

●電話 011－222－4894(ツーじるシヤクショ)

（札幌市コールセンター）へ。 

●FAX による申し込みはお名前を記入し 011

－221－4894（札幌市コールセンター）へ。 

●コールセンターは年中無休/朝８時～夜９時 

●HPからも申し込みができます。 

http://www.city.sapporo.jp/suishinshitsu/ 

●ハガキでの申し込みは、お名前を記入して下記へ

お送りください。 

〒060-8611 札幌市中央区北 1 条西 2 丁目 

市役所改革推進室 あて （問い合わせ先） 札幌

市市役所改革推進室 011－211－2061 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

地域活動ふれあいフォーラム 

「わっしょいボランティア まつり！ 

～元気なまちづくりをみんなで考えよう！！」 

主催  札幌市在宅福祉活動団体連絡会  

   共催  (社福)札幌市社会福祉協議会 

日時  ２月２６日（土）１３:００～１７:００ 

場所  札幌市ボランティア研修センター 

(札幌市中央区北１条西９丁目リンケージプラザ) 

定員  １００名 （先着順） 

参加料 ２００円 (資料代として) 

内容 (1)活動事例報告(１３：１０～１４：４０) 

    「地域協同事例紹介」報告団体１０団体 

(2)講演(１４：５０～１６：００) 

○テーマ 「地域の住みよいまちづくりのために 

～ボランティア活動，在宅福祉活動団体から地域

のネットワークのあり方を考える」 

○講師 さわやか福祉財団 斎藤 達 氏 

(3)活動相談コーナー(１６：００～１７：００) 
お問い合せ 札幌市ボランティア研修センター 

電話 ２２３－６００５ ＦＡＸ ２６１－８８８１ 

○●○ 助成金情報 ○●○ 
インターネット環境にないNPOのみなさまへ～

「助成金を申請したいが、情報を上手く収集できな

い」という声を良く聞きます。 

●最近の助成金は、募集要項や応募用紙をインター

ネットから取得（ダウンロード）する方式が増えて

います。 

また、さまざまな助成金情報をインターネットから

取得することができます。 

●北海道NPOサポートセンターでは、インターネ

ット環境にないNPOの為に、 

①ＩＴ推進ＮＰＯの紹介 ②パソコンの導入設

定・インターネット環境整備支援 ③助成金情報取

得支援／助成金申請サポートを行っています。（地

域によって対応できない場合があります）詳細はお

問い合わせください。 

電話０１１－２０４－６５２３（担当：畑） 

 

下記の助成金情報についてはインターネットから

の取得情報（抜粋）です。 

インターネット環境にないNPOのみなさんに、募

集要綱などの FAXサービスを行います。 

（NPO推進北海道会議または北海道NPOサポー

トセンター会員へのサービスです。） 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

●第6回社会貢献基金助成(平成 16年度) 

この基金は、地域の種々の災害の救済、社会福祉事

業、環境保全事業、国際協力など社会貢献活動を行

う各種団体等への助成、並びに社会貢献に資する調

査・研究を目的とした事業に対する助成を行い、以

て日本の生活文化と地域社会の発展に寄与するこ

とを目的としています。 

【応募資格】 

非営利組織（財団法人、社団法人、社会福祉法人、

ＮＰＯ法人、その他任意団体、市民ボランティアグ

ループも対象となります。）又は大学、研究機関（個

人も可）で、今回募集する助成対象事業の趣旨に合

致する事業を行おうとしている団体等。（個人資格

による申請については、研究助成分野以外は対象外

となります）   

【助成の対象となる事業】   

今回申請しようとする事業に対し、国や地方公共団

体等が行う公的補助を受ける場合は、対象となりま

せん。原則として、平成17年度事業（平成18年

3月までに終了が予定される事業）を対象とします。 

また、申請は１団体につき、１事業までとします。 

(1)研究助成事業 

次のテーマの趣旨に合致する事業 テーマ：「婚礼

（結婚式）、葬儀（お葬式）など儀式文化の調査研

究」(2)高齢者福祉事業(3)障害者福祉事業(4)児童

福祉事業(5)環境・文化財保全事業(6)国際協力・交

流事業 

【助成金額及び件数】   

助成金は、総額およそ１０００万円を目途とし助成

を行います。（１件当たりの助成額上限は２００万
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円とします。但し、研究助成事業においては、１０

０万円を上限とします。）   

【募集期間】平成17年2月末日（必着） 

【お問い合わせ先】 

社団法人全日本冠婚葬祭互助協会事務局  

社会貢献基金助成公募 受付係 

〒105－0001 東京都港区虎ノ門３－６－２  

第２秋山ビル７F   

Fax０３－３４３５－０８８０ 

webmaster@zengokyo.or.jp  

http://www.zengokyo.or.jp/ 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

●環境助成金プログラム 

他の企業の助成金リストから漏れたり、拒否された

りした、革新的な環境保護活動に取り組むグループ

を支援します。具体的には、広く一般の人々を巻き

込み、支持を得ているグループや問題の根本の原因

を見極め、その原因に働きかけているグループを支

援します。 

【申込み方法】 

下記の内容を明記の上、助成金申請書としてパタゴ

ニア日本支社/環境助成金プログラム係までご送付

ください（郵送のみ）。A４用紙で４枚前後に簡潔

にまとめてください（書式は自由）。  

(1)グループ名(2)グループの目的(3)過去の活動内

容とその成果(4)目標を達成するための今後の計画

(5)助成金の使用目的、及びその金額   

助成金額は活動内容、用途などによりますが、多く

の場合は 200,000 円から 700,000 円の範囲と

なります。なお、1団体からの申請は、助成の可否

に関わらず、１年（毎年5月～翌年4月）に1回

に限らせていただきます。 

【申込締切】 

2005 年度第 2 回／申請締切 2005 年 2 月 28

日／助成実施予定 2005年 4月末 

【お問い合わせ】 

パタゴニア日本支社 環境助成金プログラム係 

〒248-0006 神奈川県鎌倉市小町 1-13-12 

本覚寺ビルTEL(0467)23-8961 
 

---------------------------------------------

【札幌市】公募型プロポーザル（提案）による募集

--------------------------------------------- 

札幌市市民情報センターで実施を予定している次

の事業の相手先を募集します。 

（１）「公募型プロポーザル方式による市民情報セ

ンター事業の受託者募集」 

市民の視点を生かした創意工夫で市民情報センタ

ー「情報プラザ」を運営していただけるNPO法人

に、その業務の実施を委託します。 

○業務内容・委託費 
 市民情報センター「情報プラザ」での来館者対応

など（平成17年4月～平成18年3月） 

 ＝概ね１千万円 

○選考方法 
 選考委員会において、業務に関する企画提案など

を基に選考し、優先交渉団体を決定します。 

（２）「市民向け IT 活用講座を実施する補助金申

請団体を募集」 

 NPO 法人が実施する市民向けの IT 活用講座に

対して、その事業費の一部を補助します。 

○対象事業 
 市民向け IT 活用講座の実施事業を対象とします

が、�市民情報センターにおいて実施する。 
�インターネットによるオンライン講座を実施す
る。などの条件があります。（実施期間：平成 17

年度いっぱい） 

○補助金 
 事業に要した経費（本市が定める補助対象経費に

限る）の10分の7以内の金額。ただし上限850

万円。 

○選考方法 
 選考委員会において申請内容を審査のうえ、1法

人に決定します。 

以上２件 

○応募方法 
 募集要領に基づき、3 月 2 日（水）までに書類

を持参か郵送。 

 詳細は、ホームページ 

http://www.city.sapporo.jp/kikaku/joho-cen

ter/ をご覧ください。 

○応募資格 
 札幌市内に主な事務所を有し、１年以上の活動実

績がある特定非営利活動法人。 

○問い合わせ 
札幌市企画調整局情報化推進部 IT 推進課地域情報

担当係 電話０11（211）2184 

ＮＰＯ法人 ＮＰＯ推進北海道会議 

代表理事 田口 晃 (北海道大学教授) 

杉岡 直人（北星学園大学教授） 

杉山さかゑ (北海道ｸﾞﾘｰﾝﾌｧﾝﾄﾞ理事長) 

事務局長 佐藤 隆 

------------------------------------------ 

ＮＰＯ法人 北海道ＮＰＯサポートセンター 

理事長 杉山さかゑ  事務局長 小林董信 

------------------------------------------ 

NPO法人 北海道NPOバンク 
           理事長 杉岡 直人 

NPOバンク事業組合 理事長 高木 晴光 

---------------------------------------------

NPO法人 北海道NPO越智基金 
代表理事 田口 晃  

---------------------------------------------

〒060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目 

クワガタビル2F 

TEL(011)204-6523 FAX(011)261-6524

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp 

URL http://npo-hokkaido.org/ 

★相談センター／研修室 

〒060-0005 札幌市中央区北５条西６丁目 

札通ビル８階 電話０１１－２７１－５２０８ 

 ＦＡＸ０１１－２８１－８８０７ 
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